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市からのお知らせ

一般会計決算と公営企業会計決算
05

info
平成29年度

　29 年度決算では、収入、支出とも 28 年度より約 37 億円の減少となりました。主な要因は、統合
学校給食センター建設事業、ごみ処理施設（広域圏）建設事業が 28 年度で終了したことなどにより
決算規模が縮小したためです。なお、収入から支出を引いた6億3,021万円は30年度に繰り越しました。

市の税金

市民一人あたりの

負担額

　8万6千円 ※

市民一人あたりの

支出額

　58万6千円 ※

寄附金3億3,715万円、繰越金6億7,487万円、

諸収入10億1,279万円など

地方交付税は

114億5,885万円（収入の41.6％）

段階的縮減により

前年度比５億7,293万円の減

大型建設事業の減により

借り入れが減少

275億1,967万円

収 入

（前年度比△37億7,674万円）

その他 24億4,028万円
（前年度比  △1億4,083万円）

借金 16億1,184万円
（前年度比  △28億9,541万円）

貯金の取り崩し 8億5,482万円
（前年度比  △2億7,745万円）

268億8,946万円

支 出

（前年度比△37億3,207万円）

67.8％

8.9％
5.8％

3.1％

14.4％

放課後児童クラブの環境整備に

5,766万円、運営に3,147万円

国・県の支出金

59億2,724万円（収入の21.5％）

前年度比9,820万円の増

福祉の充実 84億4,031万円
（前年度比  1億8,978万円）

31.4％

7.3％

9.9％10.7％

9％

4.5％

15.4％

11.8％

タブレット端末を使用した高齢者の

生活支援実証実験に381万円

地域自治組織が行う

まちづくり活動の支援に

2,995万円

ふるさと納税の推進に

１億5,894万円

（ふるさと納税の納入額

３億2,715万円）

市営愛宕住宅の整備に３億9,057万円

「ねぎ」や「とまと」の生産拡大のため

に8,116万円

農業担い手育成・支援に4,588万円

体育施設の改修等に1,959万円

借金返済 31億7,762万円
（前年度比  △9億7,073万円）

市民からの税金 39億6,203万円
（前年度比  △4,342万円）

国・県からもらうお金
186億5,070万円

（前年度比   △4億1,963万円）

教育・文化の振興 19億6,173万円
（前年度比  △16億4,392万円）

環境・衛生の向上 26億4,510万円
（前年度比  △16億3,017万円）

遠隔診療実証試験173万円

市の運営等 41億4,196万円
（前年度比  △4億7,607万円）

道路・公園・住宅 28億7,923万円
（前年度比  6億3,879万円）

消防・防災 12億1,654万円
（前年度比  △1,912万円）

消防用小型動力ポンプ

12台を購入1,827万円

産業の振興 24億2,697万円
（前年度比  1億7,937万円）

決算の詳細、特別会計の決算額、基金残額や平成 30 年度上半期の執行状況は、市ホームページをご覧ください。
問財政課財政班　（☎ 73-2114）※数値は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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※平成30年3月31日現在の人口45,922人で算出
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施設を整備する事業

飲料水を作る事業
水道料金や一般会計から

の繰入金などの収入に対

し、支出は、飲料水を作

る経費や設備を維持管理

する経費、人件費などで

した。収入から支出を差

し引いた1億1,093万円は

30年度に繰り越しました。

新しく水道管を整備した

り、古い水道管を交換し

ました。また、配水池の

屋根を修繕しました。収

入から支出を引いた不足

分4億6,295万円は、飲料

水を作る事業で出た利益

の貯蓄などで補いました。

収入額

1億3,175万円

加入金
1,299万円

企業債借入金
230万円

国庫補助金
232万円

一般会計出資金
7,751万円

工事負担金
3,663万円

公営企業会計決算（水道事業会計）

決　算

その他
2億4,420万円

収入額

水道料金収入
6億4,978万円

8億9,398万円
支出額

7億8,305万円

その他維持管理費
2億1,929万円

減価償却費
3億9,280万円

資産減耗費 2,018万円

企業債支払利息
8,499万円

人件費
6,579万円

　水道事業会計では、飲料水を作り使用していた
だいた水道料金などによって、水道管などを整備
しています。

支出額

5億9,470万円

その他
建設改良費
1,382万円

人件費 1,398万円
備品購入費
2,235万円

企業債償還元金
2億8,387万円

工事請負費
2億6,068万円

決算の詳細、平成30年度上半期
の執行状況は、市ホームページを
ご覧ください。

問水道課管理業務班（☎73-2165）

　決算とは、一会計年度の歳入歳出予算の執行の結果をまとめたものです。年度終了後、
4月1日から5月31日までの間は出納整理期間といい（公営企業会計を除く）、収入、支
出の事務を整理してこの期間に確定させます。5月31日で出納閉鎖となり、会計管理者は
その後3ヵ月以内に決算書類を調製して市長へ提出します。
　市では、例年9月に開かれる議会で、予算が議会の議決に従って適正に執行されたかを
チェックし、成果や課題を把握して次年度の予算編成に反映します。
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決 算 書

決 算 書

会計管理者 一
年
間
の

収
入
・
支
出
を

整
理
し
ま
す

８月31日までに

決算とりまとめ
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各課

・予算執行が適正だったか

・継続するべきか

・成果が出ているか

・事業の方向性

などを検証し

決算に係る

審査意見

を議会で報告

決
算
認
定

各課から聞き取りを行い、

決算書類と証拠書類を照合

決算審査

議会で審議
監 査 意見

監査委員
間
違
い
な
い
？
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し
て
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い


